
 

 

 夏休み中も熱中症に要注意！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雷が鳴り始めたら・・・雷から身を守ろう！ 

 

令和７年７月 18日（金） 

台東区立駒形中学校 

養護教諭 髙野尚子 

夏休み中は友だちと

過ごす機会が増える人

が多いことと思います。

もしもの時に正しい判断

で対処できるようにしま

しょう。 

効果的な身体の冷やし方 

開けた平地で建物や車の避難場所がないと

きは、「雷しゃがみ」で身を守ろう！ 

保護者の方へ 

健康診断において、学校医が「医療機関を受診・治療したほうがよい」と判断されたお子さんについて「受診勧

告書」を発行しました。ご多用とは思いますが、夏休みを利用してお子さんのために早めの受診をお願いします。 

  

 

夏休み 

うちわや扇風機で

風をあてる 

霧吹きで体の表面

に水をかける 

動脈の通る部位を冷やすと効果的 

早めに行動して落雷の通過を待つ  

雷鳴後、３０分経っても雷鳴が聞こえな

ければ行動を再開してもいいでしょう。 

AEDが近くにない場合は、すぐに

心臓マッサージをしましょう。 
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